
　2023 年 の SUPER GT は、 長 き
戦いを経ていよいよシーズン最終戦
を迎えた。舞台は例年同様、栃木県
のモビリティリゾートもてぎ。ストッ
プ・アンド・ゴー・レイアウトが特徴
のコースだが、TGR TEAM ENEOS 
ROOKIE の大嶋和也と山下健太にとっ
ては、良い思い出が数多くある。
　 そ ん な 一 戦 に 向 け、ENEOS X 
PRIME GR Supra はタイトルをかけ
て臨みたいところだったが、思わぬ苦
戦を強いられた第７戦オートポリスの
結果、チャンピオン争いの権利を失っ
てしまった。とはいえまだランキン
グは５位。この最終戦を制することが
できれば、ランキング３位まで上が
る可能性もある。何より ENEOS X 
PRIME GR Supra は今季まだ優勝を
飾れていない。TGR TEAM ENEOS 
ROOKIE はシーズンを良い形で終える

べく、11 月４日（土）から始まったレー
スウイークに臨んだ。
　走行初日は午前９時 25 分から公式
練習がスタートしたが、前日からモビ
リティリゾートもてぎは季節外れの暖
かさとなり、上着も不要なほど。ただ
予選日早朝のもてぎは濃霧が発生して
おり、公式練習開始直後はすっきりと
しないコンディションとなった。
　ENEOS X PRIME GR Supra は開
始後しばらく経ってから山下がステア
リングを握りコースインすると、一度
ピットインをこなし８周を走り再度
ピットへ。大嶋に交代する。その後は
決勝レースも見据えたロングランを行
いつつ周回を重ね、最後は１分 38 秒
138 というラップタイムを記録。13
番手で公式練習を締めくくった。
　順位としては上位ではないが、大嶋
は公式練習走行後のフィーリングにつ

いては「悪いものではないと思います」
と振り返った。ロングランもしっかり
とこなすことができており、手ごたえ
は十分だった。
　とはいえ、決勝レースに向けても

重要ではあるが、今回はひさびさに
300km のレース距離ということもあ
り、予選ポジションも重要となる。チー
ムは午後の予選に向けてセットアップ
を続けていった。

公式練習 11 月４日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

2023 AUTOBACS SUPER GT 第８戦
MOTEGI GT 300km RACE GRAND FINAL
2023 年 11 月４日（土）〜５日（日）
モビリティリゾートもてぎ（栃木県）
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　やや悔しさが残る予選日から一夜明
け、迎えた 11 月５日（日）の決勝日。
モビリティリゾートもてぎには３万人
のもファンが訪れ、最終戦ならでは
の賑わいをみせるなか午後１時、決勝
レースの時を迎えた。前日までは晴天
に恵まれ、季節外れの暑さとなってい
たもてぎだが、スタート進行のなか少
しずつ雲が増えていた。
　ENEOS X PRIME GR Supra の
スタートドライバーを務めたのは、
前日の予選後「早くレースをやりた
い」と語っていた大嶋。８番手からス
タートを切ると、序盤天気予報にはな
かった雨が降り出す。そんななかでも
ENEOS X PRIME GR Supra は決勝

　公式練習の後もさまざまなイベント
が行われ、最終戦らしい賑わいのなか
で迎えた午後２時 20 分からの公式予
選。晴天に恵まれ、気温 23 度／路面
温度 29 度というコンディションの午
後２時 53 分からの GT500 クラスの
Q1 には、山下が臨んだ。

「公式練習では最初に走ったので分か
りませんでしたが、これが良いだろう
というタイヤで予選にいったところ、
予想以上にグリップも剛性感もあり
ました」という山下は、４周目に１分
36 秒 156 を記録。２番手と好位置
につけ Q2 の大嶋に繋いでみせた。
　GT300 クラスの Q2 をはさみ、午

公式予選

決勝レース

11 月４日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

10 月 15 日（日）　天候：晴れ／雨　路面：ドライ／ウエット

後３時 31 分からスタートした Q2 に
は大嶋が出走した。山下が Q1 で履い
ていた手ごたえがあるタイヤではなく

「本番では使わない方の硬めのタイヤ
でアタックしましたが、少しオーバー
ステアでグリップがつかみづらく、予
選は行ききれませんでした」と１分
36 秒 895 というベストタイムで８
番手という結果となった。
　大嶋は「少しモヤモヤしているの
で、早くレースをやりたいです（苦笑）」
と公式練習までの手ごたえが予選にい
まひとつ繋がらなかったことに悔しさ
を感じながらも、決勝に向けて気持ち
を切り替えていた。

ペースも良好で、GT500 クラスの集
団が GT300 クラスに追いつき始め
ると、混戦のなかで #64 NSX-GT、
#24 Z GT500 が大きくペースを落
とすなか、大嶋は順位を上げ、７番手
につけていく。
　11 周目、勢いに乗る大嶋は６番
手 を 走 っ て い た #100 NSX-GT を
130R からＳ字カーブにかけてオー
バーテイクしていくが、ここでまさ
かのアクシデントが。アウトからしっ
かりとオーバーテイクを決めていたに
もかかわらず、イン側で粘りをみせた
#100 NSX-GT が大嶋のリヤにヒッ
トしてきたのだ。大嶋はスピンを喫し
グラベルにコースアウトすることに
なってしまったが、幸いコースに復帰
することができた。
　#100 NSX-GT のドライバーは参
戦２戦目でまだ経験が少なく、後に
ドライブスルーペナルティが課され
ることになるが、これで ENEOS X 
PRIME GR Supra のレースはプラン
が狂ってしまった。大嶋はタイヤにダ
メージを受け、12 周を終えてピット
イン。チームは緊急事態のなか、迅速
な作業で大嶋を送り出した。
　これで大きくポジションを下げてし
まった大嶋だったが、その後は快調な
ペースでラップを重ねていった。31
周を終えピットインし、山下健太にス

テアリングを託すと、こちらも好調。
特に、レース後半にはふたたび雨が降
り出すなか、山下は 56 周目にひとつ
順位を上げ、さらに 57 周目に 2 台を
オーバーテイク。60 周目には 6 番手
まで浮上した。
　残り 10 周を過ぎるあたりではさ
らに雨脚が強まり、姿勢を乱す車両も
多く出はじめるが、山下はスリックタ
イヤながらペースを保ち続けた。終
盤、ギャンブルを狙ってレインタイヤ
に交換する車両も出はじめるが、山下
はしっかりとコース上に ENEOS X 
PRIME GR Supra を留め続け、最後
は６位でフィニッシュした。
　序盤の好ペース、さらにレースを通

じコンディションにもフィットした状
態で戦い続けただけに、11 周目の接
触が悔やまれるところではあったが、
今季悩まされ続けた決勝ペースの打開
に光明を見出しシーズンを締めくくる
ことになった。
　TGR TEAM ENEOS ROOKIE に
とっては、目標とするチャンピオン、
そして優勝には届かないままシーズン
を終えることになってしまった。しか
し、豊田大輔ＧＭはチームメンバーに
向け「結果は伴わなかったけれど、内
容は誇りに思える一年だった」と声を
かけた。チームの成長は確実に感じら
れる一年となった。そしてその成長は、
間違いなく 2024 年に繋がるはずだ。



ドライバー／監督コメント

決勝はかなりペースが良くて、上位が狙える状況でした。ただせっかく前に出たのに、Ｓ字で押
されてしまって。まさかあそこで押されるとは思わなかったので、ちょっとあり得ないですね。
悔しいですけど、そこから諦めずにプッシュしてずっと良いペースで走ることができました。ピッ
トを余分に入ったロスを挽回するできたので、ひさびさに決勝レースで良いペースで走れるクル
マを作ることができたと思います。今季のチャンピオンになった 36 号車に対して何が負けてい
るのかずっと悩んでいましたが、このレースで方向性が見えたのではないでしょうか。結果には
繋がりませんでしたが、良いレースになったと思います。今年はペースに苦しむ一年でしたが、チー
ムは安定してピット作業も早くなりました。たまにはこういう辛いシーズンもありますね。

予選ではタイヤが当たり、すごく高いグリップ感で走ることができました。決勝レースでの接触
は非常に残念ではありましたが、自分のスティントではそれまで課題としていたロングランのペー
スがかなり良く、路面がドライの状態でも、雨が降り出し路面が濡れているときでもすごく速い
ペースでレースを戦うことができました。おかげで最後まで追い上げることができましたね。今
シーズンは結果だけで見ると表彰台も優勝もなく、チャンピオンにも届かなかったので、個人的
には良くないシーズンになってしまったと思います。とはいえ、この最終戦では、シーズン最後
のレースにして課題を見つけることができたと思っています。その点では、最後に良いレースが
できたのではないでしょうか。今シーズンも応援いただきありがとうございました。

決勝は序盤からすごく大嶋選手のペースが良く、あのまま走っていればどんどん順位を上げるこ
とができていたと思います。接触についてはひさびさにああいうかたちで接触されてしまいまし
た。新人だから仕方ないと言えば仕方ないですが……。謝りに来てくれたものの、僕たちも結果
を残さなければいけませんので。他のクルマもずっとサイド・バイ・サイドでバトルをみせてく
れているので、ああいうレースにしたいです。新人でも戦う舞台は同じですからね。とはいえ、
その後は今年いちばんペースが良かったですし、タイヤも良かった。山下選手が終盤ウエット路
面では秒単位で速かったので、ドライバーの力もあったと思います。今シーズンは一度は勝ちた
かったので悔しいですね。来季こそ勝てるときに勝って、チャンピオンを目指したいと思います。

DRIVER　 大嶋 和也　Kazuya OSHIMA

DRIVER　 山下 健太　Kenta YAMASHITA

DIRECTOR　高木 虎之介　Toranosuke TAKAGI



SUPER GT 第８戦 モビリティリゾートもてぎ　リザルト

11 月４日　公式練習（GT500）

11 月５日　決勝レース（GT500） 2023 AUTOBACS SUPER GT
ポイントランキング（GT500・トップ 10）

※サクセスウエイトについて

11 月４日　公式予選（GT500）

Pos. No. Car Driver Tire Time

1 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’36.577

2 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’37.186

3 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 1’37.194

4 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’37.207

5 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 1’37.253

6 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’37.287

7 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹 BS 1’37.388

8 100 STANLEY NSX-GT 牧野任祐／木村偉織 BS 1’37.399

9 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’37.417

10 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／太田格之進 DL 1’37.795

11 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’38.023

12 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1’38.059

13 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’38.138

14 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’38.207

15 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’38.796

Pos. No. Car Driver Tire Time/Gap

1 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 1h52’47.402

2 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 5.159

3 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 16.27

4 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 30.349

5 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹 BS 32.045

6 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 46.456

7 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 51.864

8 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 58.819

9 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1’02.089

10 100 STANLEY NSX-GT 牧野任祐／木村偉織 BS 1’05.534

11 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’07.734

12 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 1’11.295

13 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’32.001

14 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1Lap

64 Modulo Nakajima Racing 伊沢拓也／太田格之進 DL 21Laps

Pos. No. Car Driver Tyre Time

1 3 Niterra MOTUL Z 千代勝正／高星明誠 MI 1’35.539

2 17 Astemo NSX-GT 塚越広大／松下信治 BS 1’35.931

3 36 au TOM’S GR Supra 坪井翔／宮田莉朋 BS 1’36.214

4 24 リアライズコーポレーション ADVAN Z 佐々木大樹／平手晃平 YH 1’36.335

5 23 MOTUL AUTECH Z 松田次生／ R. クインタレッリ MI 1’36.362

6 100 STANLEY NSX-GT 牧野任祐／木村偉織 BS 1’36.721

7 64 Modulo NSX-GT 伊沢拓也／太田格之進 DL 1’36.879

8 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大嶋和也／山下健太 BS 1’36.895

9 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住仁嶺／大津弘樹 BS 1’36.614

10 1 MARELLI IMPUL Z 平峰一貴／ B. バゲット BS 1’36.637

11 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻智紀／大湯都史樹 BS 1’36.696

12 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川祐路／石浦宏明 BS 1’36.756

13 37 Deloitte TOM’S GR Supra 笹原右京／ G. アレジ BS 1’36.829

14 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国本雄資／阪口晴南 YH 1’37.344

15 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口雄飛／中山雄一 BS 1’37.904

Pos No Driver Total
サクセス
ウエイト

1 36 坪井翔／宮田莉朋 89

2 3 千代勝正／高星明誠 63

3 23 松田次生／ロニー・クインタレッリ 56

4 16 福住仁嶺／大津弘樹 53

5 1 平峰一貴／ベルトラン・バゲット 46

6 17 塚越広大／松下信治 45

7 14 大嶋和也／山下健太 45

8 8 野尻智紀／大湯都史樹 38

9 39 関口雄飛／中山雄一 38

10 100 牧野任祐 34

SUPER GT ではシリーズ創設当初から成績による性能引き下げのため、重りを積む独自のハンデシステムを使用しており、
2021 年からは『サクセスウエイト』という名称となっています。
2021 年の規則では、GT500 クラスでは第１戦から第６戦まで獲得ポイント×２kg を搭載しなければならず、参戦７戦
目は獲得ポイント×１kg、参戦８戦目は獲得ポイント×０kg となります。
GT500 クラスでは車体の特性上、重りの搭載は 50kg までで、以降はエンジンに噴射する燃料の流量を減らす＝燃料流
量リストリクターの数値を減らし、パワーを下げることが併用されます。GT500 クラスのサクセスウエイトの数値は下
記のとおりです。しばしばチームやドライバーは出力ダウンの段階によって「1 リスダウン」「2 リスダウン」といった業
界用語で表現します。

サクセスウエイト数値 0 〜 50kg 51 〜 67kg 68 〜 84kg 85 〜 100kg

車載ウエイト 0 〜 50kg 34 〜 50kg 34 〜 50kg 35 〜 50kg

燃料流量リストリクター 95.0kg/h 92.6kg/h 902kg/h 88.0kg/h



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


